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衆
議
院
議
員
馬
淵
澄
夫
君
提
出
不
動
産
登
記
オ
ン
ラ
イ
ン
指
定
再
開
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
か
ら
三
ま
で
に
つ
い
て

御
指
摘
の
不
動
産
登
記
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
附
則
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
法
務
大
臣
の
指
定
（
以
下

「
指
定
」
と
い
う
。
）
の
「
再
開
」
に
つ
い
て
は
、
不
動
産
登
記
制
度
の
信
頼
性
を
よ
り
高
め
る
観
点
か
ら
行
っ
た
登
記
識

別
情
報
に
関
す
る
シ
ス
テ
ム
上
の
改
善
が
完
了
し
た
こ
と
か
ら
、
指
定
の
告
示
（
平
成
十
八
年
十
一
月
九
日
法
務
省
告
示
第

五
百
十
三
号
。
以
下
「
今
回
の
指
定
」
と
い
う
。
）
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

法
務
省
に
お
い
て
開
催
し
て
い
る
有
識
者
に
よ
る
登
記
識
別
情
報
制
度
に
つ
い
て
の
研
究
会
（
以
下
「
研
究
会
」
と
い

う
。
）
に
お
い
て
は
、
分
科
会
を
設
置
し
て
登
記
識
別
情
報
の
安
全
性
を
検
証
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
指
定
を
す
る
か
否
か
の

問
題
は
、
研
究
会
で
の
登
記
識
別
情
報
制
度
に
つ
い
て
の
議
論
と
は
切
り
離
し
、
法
務
省
に
お
い
て
対
応
す
べ
き
事
項
で
あ

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
後
、
分
科
会
か
ら
、
改
善
前
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
問
題
が
な
い
旨
の
検

証
結
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
今
回
の
指
定
は
、
何
ら
問
題
の
な
い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
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に
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御
指
摘
の
「
と
り
わ
け
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
不
動
産
登
記
規
則
第
一
四
七
条
第
二
項
の
同
順
位
識
別
符
号
問
題
」
に

つ
い
て
は
そ
の
意
味
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
が
、
今
回
の
指
定
は
、
一
か
ら
三
ま
で
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
登

記
識
別
情
報
に
関
す
る
シ
ス
テ
ム
上
の
改
善
が
完
了
し
た
こ
と
か
ら
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
先
の
答
弁
書
（
平
成
十

八
年
十
月
十
日
内
閣
衆
質
一
六
五
第
三
一
号
）
の
一
の
�
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
本
年
八
月
一
日
付
け
で
公
表
さ
れ

た
登
記
識
別
情
報
の
発
行
に
対
応
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
修
正
は
、
既
に
行
っ
て
い
る
。
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